
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
24
日
（
土
）
午
後

　
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
開
場
は
午
後
１
時
で
す
。

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
演
奏
者　
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン

　
ブ
ル
「
ロ
ー
ザ
」

▽
入
場
料　
無
料

※
入
場
整
理
券
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。
整
理
券
は
、
11
月
１
日

　
午
前
９
時
か
ら
、中
央（
邑
久
）・

　
長
船
・
牛
窓
各
公
民
館
で
配
布

　
し
ま
す（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

　
修
理
し
て
大
切
に
使
お
う

　
お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

中
央
公
民
館
で
は
、
月
に
一

度
、「
せ
と
う
ち
お
も
ち
ゃ
の
病

院
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
壊
れ
た
お

も
ち
ゃ
の
診
察
、
治
療
（
修
理
）

巻
の
九
十
四

平
氏
と
瀬
戸
内
海

　
平
氏
の
興
隆
は
、
平
清
盛
の
祖

父
正
盛
が
備
前
の
国
司
と
な
り
、

瀬
戸
内
海
の
海
賊
討
伐
に
活
躍
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
正
盛
の
子
忠
盛
（
清
盛
の
父
）

も
同
様
に
海
賊
討
伐
に
活
躍
し
、

平
氏
は
瀬
戸
内
海
の
支
配
権
を
強

め
、
日
宋
貿
易
に
も
乗
り
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
軍
事
力
と

財
力
を
背
景
に
宮
廷
で
の
地
位
を

高
め
ま
し
た
。

　
忠
盛
の
子
清
盛
は
保
元
の
乱
・

平
治
の
乱
で
勝
利
す
る
と
、
瀬
戸

内
海
航
路
の
整
備
を
進
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宋
の
商
船
が

大お
お
わ
だ
の
と
ま
り

輪
田
泊
（
現
在
の
神
戸
港
）
ま

で
通
航
す
る
よ
う
に
な
っ
て
日
宋

貿
易
が
盛
ん
に
な
る
な
ど
、
瀬
戸

内
海
は
物
資
や
文
化
を
運
ぶ
大
動

脈
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
氏
に
と
っ
て
瀬
戸
内
海
は
政

権
を
支
え
る
大
切
な
基
盤
と
な
っ

た
の
で
す
。

清
盛
と
牛
窓

　

平
氏
が
信
仰
し
た
厳
島
神
社

（
現
在
の
広
島
県
廿
日
市
市
）
に

は
、
平
氏
一
門
の
他
に
も
法
皇
や

上
皇
、
王
朝
貴
族
な
ど
も
参
詣
を

行
い
ま
し
た
。

　
治
承
３
（
１
１
７
９
）
年
に
、

前
太
政
大
臣
で
あ
っ
た
花か

ざ
ん
い
ん
た
だ

山
院
忠

雅ま
さ

が
厳
島
神
社
参
詣
を
行
っ
た
様

子
を
弟
の
中
山
忠
親
が
日
記
『
山さ

ん

槐か
い
き記
』
に
記
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
見
る
と
、６
月
11
日
に
高
砂（
現

在
の
兵
庫
県
高
砂
市
）か
ら
室む

ろ（
現

在
の
兵
庫
県
た
つ
の
市
）
を
通
過

し
、
虫
明
に
至
り
、
牛
窓
に
到
着

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
牛
窓
に

は
「
入
道
宿
屋
」
が
あ
る
と
記
さ

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　11 月 30 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

期
大
坂
城
築
城
残
石
群
な
ど
を
見

学
し
、前
島
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
25
日
（
日
）
午
前

　
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

▽
集
合
場
所　
瀬
戸
内
き
ら
り
館

　
入
口
（
前
島
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場

　
前
）

▽
講
師　
牛
窓
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
活
動
チ
ー
ム

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
年
間
登

　
録
料
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

▽
持
ち
物　
弁
当
、
お
茶
、
タ
オ

　
ル
、
歩
き
や
す
い
靴
、
雨
具
、

　
往
復
フ
ェ
リ
ー
代
（
大
人
２
４
０

　
円
、
子
ど
も
１
２
０
円
）

▽
申
込
期
限　

11
月
15
日
（
木
）

※
11
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

牛
窓
町
公
民
館

「
一
遍
聖
絵
」
は
、
中
世
の
景
観
を
描
い
た
絵
巻
と
し

て
貴
重
な
歴
史
資
料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
福
岡
の
市
」
も
描
か
れ
て
い
る
こ
の
絵
巻
が
ど
の
よ

う
に
し
て
編
ま
れ
た
の
か
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま

す
。

一
遍
聖
絵
を
歩
く　

～
中
世
の
景
観
を
読
む
～

小
野
正
敏
・
五
味
文
彦
・
萩
原
三
雄
⁝
編　

高
志
書
院

世界の言葉で「ありがとう」って
どう言うの？
池上彰・稲葉茂勝…著　今人舎

　
開
催
し
ま
す

　
秋
の
し
ら
べ　

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

中
央
公
民
館
で
は
、
毎
年
秋

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、「
秋
の
し
ら
べ　
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
柔
ら
か
な
音
色
と
と
も
に
、
音

の
重
な
り
な
ど
、
フ
ル
ー
ト
な
ら

で
は
の
味
わ
い
を
お
楽
し
み
く
だ

を
す
る
「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
お
も
ち
ゃ
作
り
講
座

も
開
催
し
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
ふ
た
や
発
砲
ト
レ
ー
な
ど
身

近
な
素
材
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
作

り
も
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

毎
月
最
終
土
曜
日
の
午

　
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

※
た
だ
し
、
12
月
は
最
終
土
曜
日

　
の
１
週
前
の
土
曜
日
に
開
催
し

　
ま
す
。

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

　
前
島
の
歴
史
を
学
ぼ
う

　
地
域
再
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
11
月
の
地
域
再
発
見
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
は
、
本
紙
９
月
号
「
瀬
戸

内
発
見
伝
」
で
も
紹
介
し
た
徳
川

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

東日本大震災発生後、日本には多くの国々から救援
隊が派遣され、助けられた人たちは、「ありがとう」
と感謝の気持ちを伝えました。この本では、救援隊
を派遣してくれた国々の言葉で「ありがとう」をど
う言うのかが紹介されています。

に
よ
る
と
、
現
在
の
香
川
県
坂
出

市
、
丸
亀
市
、
多
度
津
町
に
ま
た

が
る
塩し

わ
く飽
諸
島
の
あ
た
り
を
通
っ

て
本
州
か
ら
四
国
へ
と
渡
る
船

旅（
往
路
か
復
路
か
は
諸
説
あ
り
）

の
道
中
、
牛
窓
に
寄
港
し
て
詠
ん

だ
よ
う
で
す
。

　

秋
深
し･･･

瀬
戸
内
海
を
眺

め
て
清
盛
や
西
行
の
活
躍
し
た
時

代
を
思
い
、
西
行
の
よ
う
に
一
首

詠
ん
で
み
た
り
、『
山
家
集
』
や

旅
人
の
歌
や
記
録
を
読
む
な
ど
し

て
、
文
化
の
秋
を
楽
し
ん
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
瀬
戸
内
海
の

旬
を
味
わ
っ
て
食
欲
の
秋
を
楽
し

む
の
も
い
い
で
す
ね
。

︻
参
考
文
献
︼

『
牛
窓
町
史
資
料
編
Ⅱ
』

『
牛
窓
町
史
通
史
編
』

『
牛
窓
風
土
物
語
』
刈
屋
栄
昌
著

『
山
家
集
』
新
潮
社

な
港
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
ま
す
。

西
行
と
牛
窓

　
西
行
（
佐
藤
義の

り
き
よ清
）
は
院
御
所

の
警
固
な
ど
を
行
っ
て
い
た
北
面

武
士
と
し
て
清
盛
と
同
じ
く
宮
廷

に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、
23
歳
の

時
に
出
家
し
ま
し
た
。
し
ば
し
ば

諸
国
を
巡
る
旅
に
出
て
、
多
く
の

和
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
西
行
の

歌
集
の
一
つ
で
あ
る
『
山
家
集
』

に
は
、
牛
窓
で
詠
ん
だ
歌
が
２
首

あ
り
ま
す
。

　
西
行
は
仁
安
２
（
１
１
６
７
）

年
（
仁
安
３
年
の
説
あ
り
）
の
10

月
10
日
に
崇す

と
く
い
ん

徳
院
の
墓
参
り
と
弘

法
大
師
の
遺
跡
巡
礼
の
た
め
に
四

国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
詠
ん
だ
和

歌
を
基
に
研
究
さ
れ
た
旅
の
経
路

 

平
清
盛
・
西
行
と
牛
窓

前島展望台から牛窓港を望む

れ
て
い
ま
す
。
入
道

と
は
清
盛
の
こ
と

で
、
清
盛
が
牛
窓
に

立
ち
寄
っ
た
記
録
は

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
宿
舎
が

設
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
、
牛
窓
が
瀬
戸

内
海
に
お
け
る
重
要

牛
窓
の
瀬
戸
に
、
海あ

ま士
の
出
で
入
り
て
、
さ
だ
え
と
申
す
も
の
を
採
り
て
、
舟
に
入
れ
入
れ
し

け
る
を
見
て

さ
だ
え
棲す

む
瀬
戸
の
岩
壺
求
め
出
で
て
い
そ
ぎ
し
海
士
の
気
色
な
る
か
な

〔
訳
〕
さ
ざ
え
の
棲
ん
で
い
る
瀬
戸
の
岩
の
く
ぼ
み
を
探
し
出
し
て
、い
そ
が
し
く
潜
っ
て
は
採
っ

て
い
る
海
士
の
様
子
で
あ
る
よ
。

西行が
牛窓で詠んだ歌

フルートアンサンブル「ローザ」

沖
な
る
岩
に
つ
き
て
、
海
士
ど
も
の
鮑
あ
は
び採

り
け
る
所
に
て

岩
の
根
に
か
た
お
も
む
き
に
並な
み
浮
き
て
鮑
を
潜かづ
く
海
士
の
む
ら
ぎ
み

〔
訳
〕
岩
の
根
元
の
方
に
、
ち
ょ
う
ど
片
貝
の
鮑
が
岩
に
つ
い
て
い
る
よ
う
に
岩
に
顔
を
向
け
て

並
び
浮
き
、
潜
っ
て
行
っ
て
は
鮑
を
採
っ
て
く
る
海
士
た
ち
よ
。
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